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●
事
例
紹
介
●

弘
前
大
学
に
お
け
る
就
職
支
援

に
つ
い
て

須

藤

新

一

(弘
前
大
学
学
生
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長
)

一

は
じ
め
に

初
め
か
ら
わ
た
く
し
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
私
は
高
校
時
代
に
国

語
の
教
科
書
で
丸
山
真
男
氏
の

「「
で
あ
る
こ
と
」
と

「す
る
こ
と
」]

と
題
す

る
文
章
を
読
ん
だ
。
岩
波
新
書
の

『日
本
の
思
想
』
を
買

っ

て
、
青
年
期
特
有
の
見
栄
を
は

っ
た
も
の
で
あ
る
。

弘
前
大
学
学
生
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

(以
下
セ
ン
タ
ー
と
略
記
)

の
初
代

セ
ン
タ
ー
長
に
任
命
さ
れ
た
時
、
頭
に
突
然
飛
び
込
ん
で
来

た
語
句
が
、
そ
の
[
「
で
あ
る
こ
と
」
と

「す
る
こ
と
」
]
で
あ

っ
た
。

私
は
こ
の
語
句
を
足
掛
か
り
に
セ
ン
タ
ー
業
務
を
纏
め
て
み
よ
う
と

考
え
た
。

例
え
ば
、
学
生
が
職
業
と
し
て
の

「銀
行
員

で
あ
る
こ
と
」
を
頭

に
描
け
て
も
、
さ
て
、
日
常
業
務
と
し
て
の

「銀
行
員
の
す
る
こ
と
」

を
具
体
的
に
把
握
で
き
る
か
。
す
な
わ
ち
、
職
業
と
し
て
の
抽
象
的

な

「
で
あ
る
こ
と
」
を
十
分
知

っ
て
い
て
も
、
仕
事
と
し
て
の
具
象

的
な

「す
る
こ
と
」
を
理
解
し
て
い
る
か
。
理
解
し
て
い
る
な
ら
、

我
々
セ
ン
タ
ー
の
存
在
理
由
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
理
解
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
多

い
が
た
め
に
、
就
職
後
、
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か

っ

た
、
と
職
を
辞
め
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。

現
在
、
大
学
卒
業
後
三
年
間
で
三
割
の
学
生
が
職
を
辞
す
と
言
わ

れ
て
い
る
の
は
、
こ
の

「
で
あ
る
こ
と
」
と

「
す
る
こ
と
」
の
間
に

大
き
な
空
隙
が
存
在
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
両

「
こ

と
」
の
間
を
如
何
に
埋
め
る
か
に
我
々
セ
ン
タ
ー
の
主
な
る
使
命
が

懸

っ
て

い
る
と
言

っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
先
ず
第

一
段
階
で
は
社
会
や
職
業
に
関
心
を
向

け
て
も

ら
い
、
第
二
段
階
で
、
両

「こ
と
」
の
間
を
文
字
情
報
、
音

声
情
報
、
そ
し
て
直
接
行
動
に
よ

っ
て
各
々
の
学
生
に
自
発
的
に
埋

め
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
以
下
で
は
、
こ
の

「中
心
と
な
る
語
句
」

を
基
に
、
平
成

一
六
年
四
月

一
日
に
活
動
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
セ

ン
タ
ー
の
概
略
を
、
(
一
)
セ
ン
タ
ー
の
構
成
、
(二
)
目
標
、
(三
)

事
業
、

(四
)
年
度
別
計
画
、
そ
し
て

(五
)
今
後
の
展
開
、
の
順

に
簡
潔
に
説
明
す
る
。

二

セ
ン
タ
ー
の
構
成

セ
ン
タ
ー
長

(兼
任
)
の
下
に
、
各
学
部
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た

各
々

一
名
の
兼
任
教
員
が
お
り
、
そ
の
兼
任
教
員
は
各
学
部
の
就
職

関
連
委
員
会
の
委
員
長
を
兼
ね
て
い
る
。

ま
た
、
常
勤
の
職
員
が
二
名
お
り
、

一
人
は
学
生
の
相
談
を
主
に

担
当
す
る
。
採
用
以
前
は
民
間
企
業

(商
社
)
で
長
い
間
物
流

・
貿

易

・
販
売
関
係
の
業
務
を
行

っ
て
き
た
。
も
う

一
人
は
就
職
情
報
処

理
関
係
を
主
に
担
当
し
、
こ
れ
ま
た
民
間
企
業
で
の
経
験
を
活
か
し

て
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の

二

月

一
日
か
ら
は
副
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
し
い
役
割
を
担
う
専
任
教
員
が
採
用
さ
れ
る
運
び
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
専
任
教
員
に
は
、
我
々
兼
任
教
員
に
な
い
発
想

と
行
動
力
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
課
に
は
就
職
支
援
担
当
の
職
員
が
お
り
、
セ
ン
タ
ー

と
密
接
に
連
係
し
て
い
る
。

三

目
標

大
き
く
分
け
て
五
項
目
あ
る
。

(
一
)
学
生
の
社
会

・
職
業
意
識
の
涵
養

学
生
に
負
担
感
が
な
く
、
気
が
付

い
た
ら
充
分
就
職
活
動
の
準
備

が
で
き
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
で
の
四

年
間
を
総
合
的
に
捉
え
、
各
学
年
次
で
の
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
有
機

的
に
連
結
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
我
々
の
意

図
に
学
生
が
関
心

を
寄
せ
、
そ
し
て
共
感
す
る
よ
う
に
、
文
字
、
音
声
情
報
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
る
。
さ
ら
に
、
音
声
情
報
も
最
初
は
全
学
部
多
数
対

象
か
ら
学
部
指
定
の
少
数
対
象

へ
、
最
後
に
は
個
人
に
対
し
て
適
切

に
提
供
で
き
る
よ
う
な
流
れ
を
考
え
る
。

(二
)
就
職
情
報
の
収
集

・
集
積
と
提
示

セ
ン
タ
ー
が
就
職
情
報
の
図
書
館
の
役
割
を

果
た
す
。
文
字
情
報
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が
主
体
と
な
る
。

(三
)
情
報
分
析
と
対
策
立
案
と
実
施

全
学
及
び
各
学
部
の
戦
略
を
練
り
、
実
践
す
る
。

(四
)
親
身
な
相
談

学
生
と
の
面
談
が
主
で
、
学
生
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
べ
く

専
任
の
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。
「
で
あ
る
こ
と
」
と

「す
る
こ
と
」

の
間
を
言
語
を
用
い
て
埋
め
る
こ
と
が
要
務
の

一
つ
で
あ
る
。

(五
)
求
人
開
拓

地
元
地
域
の
み
な
ら
ず
東
京
を
も
視
野
に
入
れ
、
足
を
運
ん
で
き

め
の
細
や
か
な
P
R
活
動
を
心
掛
け
る
。

四

事
業

具
体
的
事
業
を
前
記
目
標
ご
と
に
紹
介
す
る
。

(
一
)
全
学
部
二
学
年
生
を
対
象
と
し
た

「キ
ャ
リ
ア
教
育
」
二
単

位
を
こ
の
四
月
か
ら
立
ち
上
げ
た
。
授
業
の
特
徴
は
、
非
常
勤
講

師
と
し
て
学
外
か
ら
社
会
人
一
一

名
を
招
き
、
実
社
会
の
息
吹
を

学
生
に
体
感
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
講
師
の
人
選
は
弘
前
商
工
会

議
所
の
全
面
的
協
力
を
得
て
な
さ
れ
た
。
こ
の

「キ
ャ
リ
ア
教
育
」

の
受
講
以
降
、
学
生
が
階
段
を

一
歩

一
歩
昇
る
よ
う
に
会
社
見
学
、

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
業
界
研
究
会
、
合
同
企
業
説
明
会
が
開
催
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
に
学
生
達
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
の
就

職
活
動
が
主
体
的
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
実
施
結
果
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
受
講
者
が

一
六
五
人
、
ま
た
、
業
界
研
究
会
参
加
者
が
延
べ
四
九
四
人
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
二
〇
〇
～
二
五
〇
人
が
参

加
し
て
い
た
。

(二
)
専
任
の
担
当
職
員
が
、
他
大
学
で
の
研
修
体
験
や
学
生
か
ら

の
要
望
等
を
踏
ま
え
て
、
情
報
管
理
方
法
の
見
直
し
と
検
索
シ
ス

テ
ム
の
構
築
等
を
行

っ
て
い
る
。
希
望
す
る
学
生
に
は
求
人
情
報

を
メ
ー
ル
配
信
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
最
新
情
報
を
載
せ
て
い
る
。

(三
)
隔
週
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
会
議
で
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
問
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

し
て
い
る
。
各
学
部

で
の
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
で
対
策
を
決
め
、
各
学
部

委
員
会
が
き
め
細
や
か
に
実
施
し
や
す
い
よ
う

に
し
て
い
る
。

(四
)
専
任

の
相
談
員
が
月
平
均
四
五
件
の
ペ
ー
ス
で
対
応
し
て
い

る
。
「
一
期

一
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

一
人
の
学
生
の
相
談
に
最

低
で
も

一
時
間
半
く
ら
い
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
近

年
社
会
問
題
化
し
て
い
る
新
卒
者
の
早
期
退
職
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
。

(五
)

こ
れ
ま
で
、
弘
前
市
を
中
心
に
県
内
六
二
社
を
訪
問
し
た
。

今
後
訪
問
範
囲
を
広
げ
る
予
定
で
あ
る
。
弘
前
大
学
は
こ
の
五
月

東
京

八
重
洲
口
に
東
京
事
務
所
を
開
設
し
た
。
こ
の
事
務
所
及
び

分
室
を
活
用
し
、
学
生
が
会
社
見
学
や
O
B

・
O
G
と
の
懇
談
等

を
体
験
す
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
東
京
同
窓
会

の
協
力
が
必
須
で
、
現
在
検
討
が
進
行
中
で
あ
る
。
在
学
生
と
同

窓
会
会
員
と
の
つ
な
が
り
が
太
く
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。

今
後
、
副
セ
ン
タ
ー
長
に
も
民
間
企
業

へ
の
対
応
を
積
極
的
に

推
進

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

五

学
年
度
別
計
画

表
1
に
各
学
年
ご
と
の
事
業
例
を
示
す
。

一
年
生
は
ま
ず
大
学
生
活
に
馴
染
む
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
就
職
に
関
す
る

こ
と
は
早
け
れ
ば
早

い
ほ

ど
効
果
的
で
あ
る
と
の
意

見
も
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、

学
生
が
自
分
の
足
場
を
し

っ
か
り
と
安
定
さ
せ
な
い

と
、
将
来

の
こ
と
に
思

い

を
馳
せ
る
余
裕
が
生
ま
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
入
学
時

の
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
各
学
部
ご
と
に
開

催
さ
れ
る
保
護
者
懇
談
会

(学
生

の
保
護
者
に
大
学

に
お
出
で
頂
き
、
学
業
成
績
、
就
職
状
況
を
説
明
す
る
会
)
等
で
、

我
々
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
概
略
的
に
紹
介
す
る
に
留
め
る
。

学
生
が
自
分

の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
初
め
て
持

つ
の

は
、
二
年
次
の
前
期
に
開
講
さ
れ
る

「キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
想
定
し

て
い
る
。
こ
の
授
業
を
聴
講
す
る
こ
と
に
よ
り

「社
会
」
に
目
を
向

け
、
社
会
に
お
け
る
自
分
の
位
置
付
け
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
。

こ
の
授
業
を
聴
講
し
単
位
を
修
得
し
た
学
生
が
、
二
年
次

の
冬
休
み

に
東
京
地
区
の
会
社
見
学
会
と
O
B

・
O
G
と

の
懇
談
会
を
経
験
す

表1学 年ごと事業

1年

2年

3年

4年

4月

12月

6月

8～9月

10月

11月

2月

4月

大学生活に馴染む

キャリア教育開講

会社見学 ・同窓生交歓会

就職ガイダンス(状 況分析)

国家公務員採用試験ガイダンス

インターンシップ

業界研究会

就職ガイダンス(自 己分析、面接等)

合同企業説明会

就職活動
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る
。
こ

の
見
学
会
は
、
三
年
次

終
わ
り
か
ら
各
自
が
独
自
に
就

職
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
下
準
備
を

兼
ね
て
い
る
。

三
年

に
な
る
と
、
本
格
的

に

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
始
さ
れ

る
。
前
期
は

一
般
的
な
前
年
度

の
状
況
分
析
等
を
主
と
し
た
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
こ
れ
は
全
学
部
の

学
生
を
対
象

に
行
わ
れ
る
。
た

だ
し
、
学
部

に
特
殊
性
が
あ
る

場
合
は
、
セ
ン
タ
ー
会
議
で
の

協
議
に
基
づ
い
て
、
学
部

の
委

員
会
が
独
自

に
ガ
イ
ダ

ン
ス
を

開
催
す
る
こ
と
も
あ
る
。

夏
休

み
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。
表
2
に
こ
こ
四
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加

者
数
を
示
す
。
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
数
が
多

い
と
は
言
い
難
い
。

後
期
が
始
ま
る
や
い
な
や
、
業
界
研
究
会
が
開
催
さ
れ
る
。
五
業

界
か
ら

一
社
ず
つ
お
出
で
頂
き
、
具
体
的
仕
事
の
内
容
を
説
明
頂
く
。

「
で
あ
る
こ
と
」
と

「す
る
こ
と
」

の
間
隙
を
埋
め
る
直
接
的
事
業

の

一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
の
情
報
収
集
法
や
自
己
分
析

及
び
希
望
企
業

へ
の
登
録
方
法
等
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

後
期
の
期
末
試
験
終
了
直
後
に
セ
ン
タ
ー
主
催

で
合
同
企
業
説
明
会

が
弘
前
市
で
開
催
さ
れ
る
。
二
〇
〇
社
ほ
ど
の
企
業
の
人
事
担
当
者

が

一
堂
に
会
し
、
本
学
学
生
と
面
談
す
る
会
で
あ
る
。
こ
の
合
同
企

業
説
明
会
は

一
昨
年
度
、
理
工
学
部
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
は
全
学

部
で
開
催
さ
れ
た
。
弘
前
市
は
東
京
と
距
離
的
に
離
れ
て
お
り
、
学

生
の
就
職
活
動
に
不
利
で
あ
る
と
の
常
識
を
緩
和
さ
せ
る
取
組
で
あ

る
。

六

今
後
の
展
開

(
一
)
教
職
員
の
理
解

セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
に
は
、
セ
ン
タ
ー
と
各
学

部
と
の
間
に
太

い
網
が
連
結
さ
れ
、
さ
ら
に
各

学
部
内
で
委
員
会
を

経
て
各
教
員
に
網
が
行
き
渡

っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
就
職
活

動
し
て
い
る
学
生
と
普
段
接
触
が

一
番
多
い
の
は
研
究
室
や
ゼ
ミ
の

教
員
で
あ
る
。
学
生
の
状
況
把
握
及
び
助
言
が
大
事
と
な
る
。

(二
)
学
生
の
自
発
的
行
動

セ
ン
タ
ー
は
情
報
と
場
を
提
供
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
は
各
自
学

生
の
行
動
に
か
か
っ
て
い
る
。
機
会
を
適
切
に
捕
ま
え
て
、
自
ら
行

動
を
起
こ
し
て
人
生
設
計
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

(三
)
保
護
者
の
理
解

学
生

の
保
護
者
に
セ
ン
タ
ー
の
存
在
理
由
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
発

信
し
、
我
々
の
意
図
を
理
解
頂
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
保
護
者
懇

談
会
を
効
果
的
に
活
用
す
る
。
大
学
の
後
援
会
組
織
を
通
し
て
の
情

報
提
供
も
期
待
し
た
い
。

(四
)
地
域
の
協
力

既
に
弘
前
商
工
会
議
所
の
協
力
を
得
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
市
の

協
力
を
も
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
青
森
市
に
あ
る
ジ
ョ
ブ

・

カ
フ
ェ
と
の
連
携
も
図
ら
れ
て
い
る
。

(五
)
O
B

・
O
G
の
理
解

就
職
活
動
で
の
協
力
ば
か
り
で
は
な
く
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
セ

ン
タ
ー
事
業

へ
の
積
極
的
参
加
を
依
頼
し
た
い
。

七

お
わ
り
に

何
ご
と
に
つ
け
て
も

「動
機
付
け
」
の
有
無
が
結
果
の
よ
し
悪
し

の
決
定
的
要
因
と
な
る
。
学
生
の
人
生
設
計
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
本
流
で
あ
る
勉
学

へ
の
意
欲
を
持

っ
た
上
で
、
社
会
性
を
身
に

付
け
、
職
業
観
を
育
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
大
学
の
各
部
署
が
連

携
を
取
り
な
が
ら
学
生
の
動
機
付
け
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
セ
ン
タ
ー
が
手
助
け
で
き
る
の
は
社
会
性
や
職
業
観
の
涵
養
の

部
分
が
主
で
あ
る
が
、
セ
ン
タ
ー
も
学
生

一
人

一
人
に
大
学
生
活
で

の
動
機
付
け
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
先
に
述
べ
た

「
で
あ

る
こ
と
」
と

「す
る
こ
と
」
の
乖
離
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
比
較
的

容
易
と
な
ろ
う
。

以
上
、
我
々
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
概
略
し
た
が
、
弘
前
大
学
は
入

試
関
係
か
ら
教
務
を
含
め
て
就
職
ま
で
総
合
的
に
学
生
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
弘
前
大
学
の
採

っ
た
方
向
性
は
正
し
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
方
法
に
多
く
の
改
良
点
を
含
ん
で
い
る
か

も
知
れ
な

い
。
皆
様
か
ら
の
忌
憚

の
な
い
御
意
見
、
御
助
言
を
お
願

い
し
た
い
。

表2イ ンターンシ ップ体験者数 ・受 入企業数(延 べ数)

区分

人文学部

教育学部

理工学部

農学生命科学部

計

平成12年度

体験

者数

6

0

3

1

10

受入

企業数

5

0

3

1

9

平成13年度

体験者数

10

0

10

4

24

受入

企業数

10

0

9

4

23

平成14年度

体験 者数

39

11

7

4

61

受入
企業数

17

8

6

4

35

平成15年度

体験

者数

52

4

6

3

65

受入

企業数

22

4

5

2

33


